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Ⅰ Cl0 バイオベンチャ 一の現状と今後の 課題 

塚本方略，濱田畠 良 ，元木一朗， 0 棋布明和 ( 経 産省 ) 

( ュ ) バイオベンチャ 一の現状 

バイオテクノロジーは、 既存技術に比較して 事業化リスクが 大きく、 また迅 

速な意志決定が 求められるため、 フットワークの 軽いべンチャ 一企業にかけ ろ 

れる期待が大きい。 

すでに米国および 欧州ではそれぞれ 1,000 を越えるバイオベンチャーが 設立 

されている。 我が国においてもここ 数年バイオベンチャ 一の起業は堅調であ り、 

1999 年以降その件数は 増加傾向にあ る。 また、 2001 年現在 300 億円以上の資 

金が バイオ専門のべンチャーキャピタルから 投資されている。 

しかし、 我が国のバイオベンチャーは 欧米のそれに 比較するとまだ 揺藍期 で 

あ り、 様々な問題を 抱えていると 考えられる。 そこで、 国内バイオベンチャー 

企業 6 5 社に対してヒアリンバ 調査を実施し、 その現状を把握するとともに、 

それらが抱える 課題の抽出を 行った。 

(2) アンケート調査からみた 我が国バイオベンチャ 一の姿 
①調査対象 6 5 社の特性 

調査は、 比較的順調な 経営状況にあ ると判断されるバイオベンチャーを 中心 

とした。 それらの概要は 下記の通りであ る。 

②社長の起業時の 職業 

大手企業の会社員、 会社社長など、 民間企業からの 転出がもっとも 多く 、 

これに次いで 大学、 公的研究機関の 研究者・技術者となっている。 大学、 公 

的研究機関の 研究者・技術者は、 まわりに適任者がいなかったためにやむを 

得ず社長に就任したというケースが 少なくない。 
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③実験施設 

大学の研究施設を 利用しているケースが 最も多い。 しかし、 ほぼ同数で自 
社 施設を利用しているケースがあ り、 逆にインキュベーション 施設を利用し 

ているケースは 少ない。 

④中心技術の 出所 

技術の多くは 大学をルーツとしている。 
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⑤バイオベンチャ 一の起業時の 障害 

スタッフの確保 ( 財務・会計、 法務等 ) と資金調達が 最も大きな問題と 

なっており、 約半数のべンチヤ ""  "  一企業がこ 。 フ ， した問題を抱えていた 、 ）とにな フ ァ 

る。     
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⑥バイオベンチャーからみた 特許制度に関する 問題点、 

バイオベンチャ 一にとって最大の 武器は特許であ る。 これに関しては 出願 

経費、 維持費、 弁理 モ 費用といった、 費用に関する 問題点が大きいことが 分 

かる。 バイオベンチャーは 世界で一番になる 必要があ り、 そのためには 海外 

特許の取得も 必須であ る。 したがって、 特許関連費用の 調達は大きな 問題と 

なる。   
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の バイオベンチャーが 期待する支援策 

バイオベンチャーが 最も期待している 支援は研究開発補助金の 充実であ る   

これについで 事業資金援助があ り、 インキュベータ 整備や人的支援を 大きく 

引き離している。 
    ""   - "@  一   - " " @  - 一   
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事業資金援助 

研究開発補助金の 充実 

インキュベータ 整備 ( ウご ソト ラボ ) 

インキュベータ 整備 (P2 レベルの実験可能施設 ) 

インキュベータ 整備 ( 情報インフラの 整備された施設 ) 

経理、 契約等非研究系業務の 支援 

特許取得に関する 支援 

大学・公的研究機関における 丁 L0 の充実 

ビジネスコーチ ィ ネータ一の派遣 

その他 

無 回答       
⑧バイオベンチャ 一の公的施策利用状況 

最も利用実績の 大きい公的施策は 補助金制度であ る。 債務保証制度、 設備 

投資促進税制等の 利用率は低く、 研究開発促進税制は 利用実績がゼロであ る。 
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(3) バイオベンチャーが 抱える課題 
①起業 数 ・起業時人材不足 
バイオベンチャー 起業事例が少なく、 人材も不足している。 特に経営・財 

務・会計・法務等の 人材の不足は 深刻であ る。 

②設備、 施設不足 

バイオベンチャ 一に要求される 設備や施設は 高額で、 資金が不足している 

ベンチャ一にとっては 大きな負担になる。 また、 NMR や大型放射光施設など   

べンチャ一企業が 保有するのは 不可能な設備・ 施設もあ る。 

③資金不足 
アーリーステージから IPO 、 M&A に至るまで、 様々なフェイズ・ 場面で 

資金が不足している。 

・研究期間が 長期に渡ることから、 単年度の補助金が 適さな い ことがあ る。 ま 

た、 研究費用が高額になる 場合、 精算払 いの 補助金では利用が 困難であ る。 

・製品化にあ たっては、 安全性確認等のルーチン 化された研究が 必要となるが、 

その期間の場所代、 人件費等が経営を 圧迫する。 

・資金不足のため 海外での特許取得が 困難となっている。 

(4) バイオベンチャ 一関連の政策課題 

①人材の発掘と 育成 

スピンアウトしやすい 社会環境の整備を 進め、 人材の流動化をはかる 必要 
があ る。 また、 バイオと特許、 バイオと経営、 バイオと IT といったダブルメ 

、 ジャ一人材の 育成を進め、 バイオベンチャ 一で活躍できる 人材を輩出して い 

く必要があ る。 また、 倒産したバイオベンチャ 一の経営者が 再起しやすい 社 

金環境を整備し 、 少ない人的資源を 有効活用する 必要があ る。 

②既存設備・ 施設の有効活用 

国立大学、 公的研究機関等の 遊休インフラを 廉価使用できるよ う にして、 
有効活用をはかる 必要があ る。 同時にバイオでも 利用可能なインキュ ベ一 

ション施設を 整備する必要があ る。 また、 ベンチャ一では 保有不可能な 大規 

模実験施設等の 利用について 検討を進める 必要があ る。 

③資金 
バイオベンチャーをべンチャーキャピタル 投資対象のステージまで 引き上 

げる施策が必要であ る。 具体的には、 海外特許取得費用に 対する補助、 複数 

年度に渡る研究資金の 補助を可能とする 仕組みの拡充などが 考えられる。 

同時にバイオベンチャーキャピタルの 強化・育成をはかる 必要があ る。 
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